














































総合日本語 4クラス 44 名
口頭表現（技能） 5クラス 57 名
中級 総合日本語 1クラス 17 名
　初級日本語学習者 103 名，中級日本語学習者 17 名，計 120 名を実践対象とした。
2.3　実践方法































握できる。自動生成した音声は，図 3の右上の「話者」のところで女性 2名（F１と F2），男性 2名（M1



































　実践対象は筆者が担当した中国語講座の受講者で，中国語初級クラス 2 クラス，計 21 名，中級クラ
－ 49 －
ス 1 クラス 13 名である。社会人対象のクラスであるため，受講者は 10 代から 60 代までと日本語クラ
スに比べ幅広い年齢構成である。フリー音声アシスタントの使用について，年齢やスマートフォンへ
の習熟度合いにより所要時間が少々長くなったが，教師および学習者間の協働によって最終的に解決
できた。
　実施方法は日本語とほぼ同様であるが，学習者が各自に作成した発表原稿について，OJAD のよう
なフリーテキスト認識機能を持つ無料発音学習ツールが見つからなかったため，教師より発表原稿を
録音し，モテル発音として提示した。
　フリー音声アシスタントによる学習者の発音の認識率は，日本語に比べ，中国語の認識率は若干低
かった。これは，文節・プロソディーの改善のみでは認識率を改善できず，単音レベルの発音指導と
練習が日本語より重要であるためと考えられる。そして，中国語には OJAD のように，アクセントと
イントネーションを図示する音声学習ツールがないため，学習者は発音およびイントネーションを練
習する際，視覚的ヒントが日本語学習者より少なかった。使用可能なツールの制限により自律学習へ
の応用難易度が高いことが分かった。
　学習者は年齢を問わず，日本語学習者を対象とする実践と同様，自らの発音が音声アシスタントに
正確に認識されるか否かに興味を示し，誤認識された際にはその原因を探るよう内省しようとする意
識を強く感じ，本手法の中国語学習への応用に手応えが得られた。日本語のみならず，他言語学習へ
の汎用性が期待される。
5　今後の課題
　今回の実践結果から，音声アシスタントを活用した自律発音練習は身近なスマートフォンを活用し
たことで，前回の実践と比較して操作面で躓くことがなく，学習者自身による課題の発見と解決に一
定の成果が見られた。今回は学習者への口頭による確認や筆者自らの主観的な感覚に基づくため実践
紹介に留めるが，今後，より具体的音声アシスタントを活用した学習効果を明確にするためアンケー
ト調査の実施および音声アシスタントを用いた自律学習前後の音声認識率の変化について定量的に評
価したいと考えている。
　さらに，各授業終了後，継続的に音声アシスタントを用いた自律発音練習を行ったかについても併
せて追跡調査を行い，継続的な自律発音練習を実施するための要点や注意点を調査・整理したい。
　なお，現在無料で入手できる音声アシスタントおよびオンライン日本語アクセント辞書（OJAD）に
は共通する欠点があり，感情音声については対応していないため，会話文への応用は教師からの個別
指導が欠かせないと考えられる。音声認識ツールの改善を期待しつつ，初級学習で欠かせない会話文
の自律的発音練習の方法を引き続き探っていきたい。
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